テーマ別分科会：第Ⅱ－①分科会

記録者名前：山田美代子（岐阜県本部）

参加者人数：17日午後　88人／18日午前　88人

	プログラム
	17日(金)13：15～14：45

　基調講演「地域における子ども家庭施策の現状と

　　　　　　　　　　次世代育成支援計画（後期）への取り組み課題」

　　　　　　　　　講　師　森田　明美（東洋大学教授）

	記　　　録
	１　子どもの育ちと子育て支援の課題を共有する ― 問題の拡大と深化、基礎自治体の役割の変化

２　子育て支援と虐待支援の関連、支援ネットワークの必要性と役割と業務を理解する ― 新しい公共の担い手の創出と連携の可能性を模索

３　自分はどの位置でどのような役割を担っているのか、そして今後の課題を考える。
　地域の中で子育て支援施策をどのように作り出すのか、これからの次世代育成支援後期行動計画への取り組みとして作り出していかなければならない。

	プログラム
	15：20～

「レポート発表」
　　①　「『こうのとりのゆりかご（赤ちゃんポスト）』をめぐる状況と行政サービスに与えた影響」

　　　　　　熊本県本部／衛生医療評議会・事務局長　伊津野　浩

　　②　「八王子市の次世代育成支援対策～子どもに手の届く八王子の子ども・家庭支援を目指して～」

　　　　　　東京都本部／八王子市職員組合・特別執行委員　佐藤千恵子

　　③　「十勝地方本部保育集会シンポジウム『地域で支える子どもと家族』」

　　　　　　北海道本部／十勝地方本部・社会福祉評議会

　　④　「子どもの生命・人権・育ちを守るために　養護施設・市区町村・児童相談所の連携をめざして｣
　　　　　　東京都本部／自治労東京都庁職員労働組合・福祉保健局支部　今里　文子

　　⑤　「社会的養護を必要とする子どもたちをまもるために

　　　　　　　　　　　　～北海道の福祉施策のあり方と自治体職員の役割～」

　　　　　　北海道本部／全北海道庁労働組合連合会・札幌総支部・中央乳児院支部

　　⑥　「子育て支援と児童虐待」

　　　　　　北海道本部／中標津町職員労働組合連合会　高松絵里子

	記　　　録
	①　「こうのとりのゆりかご（赤ちゃんポスト）」は、現行法が想定していない事項を民間病院が取り組んだことから始まったが、結果として行政のそれまでの相談体制については不十分であると評価され、体制強化が行われることとなった。日頃から行政サービスの内容やあり方について十分な検討・検証を行うことが必要であると痛感することができた。ゆりかごの運用開始から１年がたち、ゆりかごの存在意義が世間にもようやく冷静に受け止められつつある状況となってきた。この間の妊娠や出産に関する約1,500件の相談は、出産や子育てに対して悩んでいる社会の状況を反映した現実。この現実を受け止めて、行政として、今後どのように子育て支援から福祉、教育までを含めて根本から点検し見直す必要があるかを認識させられた｡
②　子どもに手の届く八王子の子ども・家庭支援を目指して、次世代育成支援行動計画「八王子市子ども育成計画」の中に、来年度から後期計画が策定されるが、「子どもを独りぼっちにしない」皆でお節介になっての支援を今後も目指しながら、学校との協働も見据え運動を進めたいと思っている。

③　お互いの専門職がお互いに責めるとそこで終わってしまう。そこでは自分たちの役割で出来るところ出来ないところを明確にする必要がある。全てが保育所で出来るわけではなく、全てが保健師で出来るわけではない。役割分担がきちんと出来るのだから連携が保てる。そういうスタイルはそのまちできちんとつくらないと支えることはできないと思う。そういう動きが、地域の子どもや家族の支援につながっていくと思う。

	
	④　「地域の子どもを地域の中で救済し、地域で立ち直っていく仕組みを作ること」をどう具体化していくのか。その道筋において、児童養護施設や児童自立支援施設、児童相談所がどのようにかかわり、連携していくのか、東京における社会的養護体制の整備にとって極めて重要な課題といえる。

　　「子どもの抱える問題の解決と自立、親子関係の回復を図るための宿泊可能な常設の居場所」をどう地域のなかに作っていくのか、児童養護施設や児童相談所の運動にとっても必須・不可欠の運動課題である。

⑤　未来を担う子ども達の「育ちを保障する」「人を育てる」「地域を育てる」と言う事にもっとも重点を置き、そこに関わる自治体職員の意識の改革が求められている。

⑥　子育て支援ネットワークの構築に向けて、地域の安心・安全な基地として存在する児童館。つながって、つながって、中標津町にちょっとおせっかいで、厳しいことも言うけれど、それでも嫌いになれない地域のおじさんやおばさんがあふれることを願い、自分の出来るところから「中標津町から不幸な子どもをつくらない」を信念に、発信してつながっていく。

	プログラム
	16：30～17：00

「フロアー討議」
　　　　　　森田　明美（東洋大学教授）

	記　　　録
	熊本県本部

　「こうのとりのゆりかご」をめぐる状況の中で、警察、相談所等の連携について

森田明美さん

　今の社会的要望をどういうふうに受け止めるのか。

　自治体で制度をつくる ― 公が何をどういうふうに取り組んでいくのか。行政と現場がどういうふうにかかわっていくのか、考える必要がある。自分のいる場所を明確にしてみよう。何ができるのか整理をしてみよう。だれの力を借りるのか、どう表現していくのか、今後のあり方を考える。

	プログラム
	18日(土) 9 ：00～12：10

　パネルディスカッション　「地域における子育て支援体制の現状と課題」

　　コーディネーター：森田　明美（東洋大学教授）

　　パネリスト：土渕美知子（前函館児童相談所所長）

　　　　　　　　　　：伊藤　学志（石狩市役所保健福祉部子育て支援課）

　　　　　　　　　　：前田　信一（こども教育宝仙大学専任講師）

　　　　　　　　　　：島田美樹子（熊本市東保健福祉センター保健師）

	記　　　録
	森田明美さん

　分科会の基本テーマは、「児童虐待と子育て支援」となっている。少子高齢社会への移行が加速する中で、国の最重要施策のひとつとして様々な少子化対策が制定・実施されてきた。しかし少子化動向には歯止めがかからず、一方で市場原理主義による社会・経済運営の中で、社会的格差や貧困が拡大・蔓延し、家庭の崩壊と児童虐待が一層深刻さを増している。そんな中で、自治体は何をどうするのか。自分達の立場はどうなのか考えていかなければならない。

島田美樹子さん

　熊本市の地域における子育て支援体制の現状と課題について

　乳幼児の検診の中で、どう携わっていくのか。

土渕美知子さん

　児童相談所の現状、子どもの権利を守ることと保護者への支援、市町村や児童福祉施設・里親との関係、子どもを社会で育てるとは、保護者の援助を受けられない子どもをどうサポートするのか？　自立援助ホームなどの「子どもの居場所」があれば……子どもを取り巻く機関の連携の意味。子育て支援～子ども支援～親支援が必要である。



	
	前田信一さん

　子ども支援の相談・救済

　カリヨン子どもセンターの活動報告

　高齢者、障害のある人、子ども、女性など誰でもどんな相談でもできる場所があることは、市民生活のなかでとても大切な安心をつくる。これらの人が暮らしている地域で相談でき、自立支援のためのサービスが提供され、市民がそれを支援する。弁護士や福祉関係者等も参加するなかで、地域で市民が支えあい、自立することができる新たなコミュニティを実現したい。

伊藤学志さん

　市町村からみてネットワークをどうしていくか。

　地域の中での支援、協働の中でどんなふうに展開していくのか。

　地域に戻す時にどういうやり方をしているのか。

　児童相談所が引き受けるのも限界がある。地域はだれが引き受けていくのか。

　東京都の場合は、見守り支援、家庭復帰専門員が相談にのっている。

まとめ

　地域の中で、子どもや親が自立していくには、地域にいる人が、どういうかたちで、支援を必要とする人に対応していくのか。排除されていた人が地域にもどってきたとき、福祉的な営みが人と人をつなぎ、地域に合ったかたちをつくっていく。都道府県がどうするのか。豊かな子どもの育ちにつなげていく想像力、子どもの苦しさを共有する想像力、をサポートする。一人ひとりが子どもたちの未来をみて、福祉的なサポートをしていかなければならない。

　現在、次世代育成支援地域計画（後期）の策定に向けた具体的な対応が求められていることから、法的にも行政的にも参画が求められている。策定委員会へ積極的関与・参画に向けた共通の認識や行政の重要性について話された。


良かった点、反省点など

	

	　自治研は初めてであったが、お互いの活動報告の場にもなり、参加者にとっては、参考になり、明日の活動につなげると思う。今後も、参加し、また、自分にもアクションを起こしていかなければならないと思う。

	


全体の印象、感想

	

	　次世代育成支援後期行動計画作成にあたり、ヒントをいただいた。

　地域でネットワークを利用しながら、地域で見守っていかなければならないことを痛感した。今後は、作成にあたり、市民と行政の連携を進めるために、丸投げ、丸抱えの二極化した考えから、規制や行政依存、市民の意識改革、から自立と信頼（尊敬）の関係を構築し、また役割と責任、権限の明確化をしていかなければならないと思う。
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